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ジベレリンは稲の馬鹿苗病菌の培養液中に見出される植物生長促進物質

であり， t夜間・住木等により純粋に結晶状に取り出され，生産菌の学名に因

んで命名されたものである。ジベレリンは花井，作物，樹木などの生畏・開

花の促進作用その他種々の特異的な生理作用を有することによって最近国際

的に話題となっている。

著者等は“アサクナノリ"の生長lζ対するジベレリンの作用を調べ生長

促進効果のある乙とを認めたので以下tζ報告する。

実 験方法

実験材料としては 1cm2の大きさに切った“アサクサノリ"の業体片を

使用した.“アサクサノ 9"は東京湾産のもので品種は不詳である。

海水 20mQ. Iζ1cm2の薬体片 5枚を浮遊せしめ，40ma容の逆T型試験

管IL入れて，昼光色蛍光灯で 4.0001uxの光を与えつつ 13-WCで 10日間，

毎日海水を更新しながら振溜培養 (MONOD式振湿器を使用，毎分 30回振重量)

を行った。

海水は比重1.023，坂~~量 15.9焔， pH7.8の東京湾海水を用いた。乙

れに (NH.)2S0，17， NaN03 13， Na2HPO. 3， CaC12・2H.O3， MnC12・4H20

0.03， KI 0.03， FeC13・6H.o0.0002及び NaHCO，350 mg/ aを添加し pH7.5

に修正した後ジベレリンを各濃度lζ添加して培養に使用した。

10日間培養後，業体片 5枚につき面積を測定してそれらの平均を求め生

長の度合を表わした。また BECKMAN分光光度計を用いて業体の吸収曲線を

求めた。即ち業体片そのものを試料とし，オパーノレグラス法により光の波長

400mμ より 700mμlζ至る聞で波長 10mμ 毎に吸光度を測定した。

4時**， 協和醗酵工業株式会社東京研究所
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実験結果及び考察

ジベレリンを台まない海水及びジペレリンを 1.0，0.1， 0.01または O.OCll

mg/eの訓合に合む海水に 1cm'の柴休片を浮遊せしめ 10JJI11Jl者必した料品さ

は!%}1去に示すJ!llりである。

“アサクサノリ "のa:J乏と -:.;ベレリン泣!Jバとの関係

ジベレリン 主:(l本平の均大fiUき)さ 細胞(平の均大値き)さ 荊1¥ 胞 数
限度 (d見目指{白)

mg/2 cm' μ x 10‘ 。 2.18 13.8 146 

1.0 2.02 14.1 128 

0.1 2.20 12.7 171 

0.01 2.31 12.1 198 

0.001 2.79 15.5 146 

第 1表

ジベ レリ ン 0.001mg/aを含む背任水では紫休は 2.79cm'となり:l!i大の生

乙れをジベ νy'./を含まない海水中における然体の~ Jえ 2.18 cm' 

と比較すれば 28% の過剰生長を示

している。ジペ ν リ ソ ìl~1度 0.01mg/a 

では生長促進のl民合は小さく ，

レリン 1.0mgN では生長が阻害さ

長を遂げ，

ジベ

れる。

紫休を構成する各細胞の大きさ

はvベ V リンi山!交0.1及び O.OlmgN

では対H日よりも 12-8%小さく ，0.001

mg/eでは 12% 大きい。また抜体片

を構成する細胞総数を，A51本が細胞

-Jrjより成ると仮定して概押した結

果では ， グベ レ Y ン ù~l皮 1.0 mg/e に

おいては対照よりも 少 なく ，0.1 ~ 

0.01 mg/eでは多くなり ，0.001mgJa 

ICおいては対照と等しい。
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ジベ νリンはそのflAj交によって

制!J包分裂の述l反及び細胞の大きさに
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諸事1図“アサクサノリ "の股牧スペクトル

A: ジベレリンを合まない海水でk.'iW
B: :/ベ レリノ0.001mg/~ を合じ潟水で指11

C : 11 0.01 mg/i 11 

D : 11 0.1 mg/2 11 

E : 11 1.0 mg/~ 11 



木下・寺本: “アサタサノリ"の生長に対するクベレリンの効果 87 

対して夫々異なった作用を及ぼし，それらの相互関係によって葉体の生長が

決定されるものと考ーえられる。即ち，ジペレリシ濃度1.0mg/陀では細胞分裂

が抑制され従って生長が対照よりも劣る結果となる。 0.1~0.01 mg/fでは細

胞分裂は旺盛に行われるが各細胞が小形となるため生長は対照と略々岡程度

に止る。 0.001mg/fでは細胞分裂は影響を受けないが細胞が顕著に膨大し従

って業体が最大の生長を示す。

葉体の色調は，対照において黒褐色を呈するのに対し，ジベレ 9yを含

む海水での培養ではジベレリン濃度の靖加lζ従って漸次赤みを僧大する傾向

を認めた。 i:tベレ Pン10mg/R.の存在下では業体は一夜で赤紫色に変じ著し

い障害がある。

乙れらの業体の吸収曲線は第 1図の通りである。業体lζ含まれる主な色

素は， 各吸収極大よりクロロフィルーa(435， 665 mμ)， r-フィコエリスリン

(495， 545， 570 mμ)， r-フィコνアニシ (625mμ)と推定される。 対照の業体

では色素量が最も多く，ジペレリン 0.001mg!R.を含む海水で培養した業体は

色素量がやや低下するのみで各色素間の量的関係は殆んど変らない。 i/ベν

9 y 0.01 mg/R.以上の存在下では色素量の可成り著しい低下を来す他， クロ

ロブィル-a及びトプイゴνアニンが他の色素によむして顕著に減少している。

ジベレリン存在下での培養において，ジベレリン濃度の増加に伴なって業体

の色調に赤みが増加するのも乙れらに基因すると思われる。

要約

“アナクサノ 9..の生長IC対するジベレリンの効果について，“アサクナ

ノリ"の生長に好適な室内培養条件下で試験を行い，生長促進効果のあると

とを認めた。得られた結果を要約すれば次の通りである。

(1) ジベレリン 0.001mg:R.の濃度において“アサクサノリ"の細胞は膨

大化する。 0.1及び 0.01mg/aの滋度では“アサクナノリ"の細胞分裂

が促進される。

(2) “アナクサノ 9"の生長はジベレリ γ 0.001mg/V-の濃度において最

大を示し， 10日間で， ジベレリン不在下における生長の 28%に相当

する過剰生長が得られた。

終りに臨み，実験材料の分与その他の援助を賜った東海区水産研究所須

藤博士，並びに本実験の遂行』ζ鞭鍵と発表の許可を与えられた協和磁酵工業

社長加藤博士，佐藤前研究所長fcJ単く感謝致します。
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Summary 

The efIect of gibberellin on the growth of Porphyra-frond was studied. 
The experiments were carried out under the artificial culture conditions 

using Monod type shaking device. 
Porphyra.fronds were cut in目izeof 1 cm2， and自.vepieces were used for 

each test. 
The r田 ultswere as fol¥ows; 
1. When gibberellin was used in concentration of 0.001 mg/f. the cell size 

became larger， while the cell division was accelera総din concen色rationof 
0.1-0訓 mg/1..

2. ln concentration of 0.001 mg/e. the growth was most marked and 28% 

。fexcess growth was observed. 

越後能生及び近傍の海藻ノート (1)

斎 藤 譲本

Y. SAlTO; Notes on Some Marine Algae from 
Nou. in E巴higo.and Vicinity (1) 

筆者は 1954年春以降， 越後能生を中心とした地域の海深フロ ラの調査

を行い，既IC越後能生及び附近沿岸産海言葉目録を発表した (1956). その後も

採集調査を続け，特に以前文献に基づいて乙の目録iζ収録して置いた種の採

集につとめた。又，能生水座高等学校lζ保存されている，阿曽文雄氏の大正

年代能生州採集のIl昔莱標本を見付けたので乙れを観察し，更に，中村正雄氏

著新潟県天産誌に載っている能生H 所産の種を，いく つか拾い出す事が出来

たので，これに筆者の得た知見を加えてこ乙に発表する次第である。

終始御指導をいただき ， 御校閲を賜った恩師時国自~先生に深く感謝する

と共に，種々絢l教示を与えられた新潟大学野田光蔵先生iζ御礼を申し上げる。

Chaetamorpha crassa (AG.) KUTZ. ホソジュズモ

中村，1925， p. 224 ;岡村， 1936， p. 68 ;東， 1936， p.1. 

産地: 能生 (中村，l.c.)，百}11 (斎藤，8月，1958) 

持飽生水産高等学校

制 阿iヨ・中村岡民の“飴生"は小泊，百川を含ん?いる ものと思われる。 以下岡徴。
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